職 務 経 歴 書
20XX年XX月XX日現在
氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
人口約◯万人の市保健センターで◯年間、保健師として母子保健と成人保健を担当してまいりました。担当地区約◯千世帯の乳幼児健診の運営と事後フォロー、特定保健指導、精神保健分野の家庭訪問を受け持ち、個別支援と集団への健康教育を並行して進めてきました。健診結果や地区の統計から健康課題を整理し、教室の対象設定や案内方法を見直す形で事業の企画にも携わっております。
■職務経歴
※掲載内容は架空の記入例です。社名・期間・業務・数値・資格は実際の経験に合わせて書き換えてください。
□20XX年4月〜現在　株式会社〇〇〇〇
事業内容：人口約◯万人・高齢化率約◯%の市が設置する保健センター（保健師◯名体制）
	期間
	業務内容

	20XX年4月
〜
現在
	所属・役職：保健師
【担当業務】
・担当地区（約◯千世帯）の母子保健・成人保健業務全般と地区担当としての相談対応
・乳幼児健診（3〜4か月児・1歳6か月児・3歳児）の運営、問診・計測補助、事後フォロー対象者の管理（年間◯回）
・特定保健指導（動機付け支援・積極的支援）の初回面接と継続支援（年間◯件）
・精神保健・難病・高齢者世帯への家庭訪問および電話相談（月平均◯件）
・健康教室・介護予防教室の企画運営と啓発資料の作成（年間◯回、参加者延べ◯名）
【実績】
・乳幼児健診の未受診者への連絡手順を電話・文書・訪問の順で標準化し、記録様式を統一したことで、年度末時点で状況が未把握の世帯が前年比◯件減少
・健診データから地区の課題を整理して生活習慣病予防教室の対象と開催時間帯を見直し、初回参加者を前年比◯%増、全◯回の継続参加率◯%を維持


■活かせる経験・知識・スキル
・地区診断・地域アセスメントによる健康課題の整理と保健事業の企画立案
・健診データや国保データベース（KDB）を用いた対象者の抽出・集計
・個別支援計画の作成と家庭訪問・電話相談による継続支援、支援記録の管理
・医療機関・福祉課・子育て世代包括支援センター・地域包括支援センターとの連携調整
■資格
・保健師免許（20XX年3月取得）
・看護師免許（20XX年3月取得）
■自己PR
支援が途切れやすい対象者を継続支援につなげることが強みです。乳幼児健診の未受診者について、台帳での把握だけで終わらせず、電話・文書・訪問の連絡順序と記録様式を整えて担当内で共有し、年間◯件の家庭訪問を通じて未把握のまま年度を越える世帯を減らすことができました。貴センターでも、母子保健と成人保健それぞれの対象者名簿を整理しながら、福祉課や地域包括支援センターと連携した継続支援の仕組みづくりに貢献したいと考えております。
以上
